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凱udieSOntheEcology ofJ軌paneSe耽Osquitoes･2･On仙e斑arsll拡osquito略 Ma-

nsonia･yukidshogaki(Kyoto,3t-)thStat･l加spital,Mal一Surv･Sect･)Recei､叫 Jarl･弧

105L Botyu-Kagahll16.1,7951;(WithEllgli,qhrisum6)

3.日奉藩政族の生整学的研究,9.日本産ヌマカ属 Mansonia,の生態に放て

正垣準男(京都 ･発寒弊35ステーション ホ7,ピ5,i,･･マ ク 1)ヤ研究蚤)弧 1･31更地

筆者榊 抑 721年(lo舶)以来広郷に進乱せる雅軍基 (TJ川 ("LuJ】),lOO3)の2矧こ託て報骨したい｡

207邪険 (207thMal.S;.rv.Jjet.) の命令で｡ Ⅰ.アシやダラ又マか Ma"sotltpà (外如甲DnOl'des)

本法蚊族の耶賓に従事して屠るが,此処に筆譜の採集 tJnijbrmistTln･:()11Al･T】,19批)

せるヌマ朝霞 MansoFZiaで共の幼虫が相異な形態と 成虫の全身特に脚の私 版節に多(の臼斑があり,

腎性を持つア S,マガラヌヤカ Mm7SOnia u711fbrmlTs 基の幼虫の駄臥水奴がマコを,ドクゼ.),浬等のある

(TrlnO王3LtTJD,11(J町 とキゾイpヌマカ M.Oめ･acca 摺沢であり,晒つ近成虫も池榊も 翻岸等の悔糾包域

凱
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に多いので7シ′マ/,LラメマJJの利/ffが付けられて).(;･る｡

熱鞘師肖万来の蚊で本邦では本州,九州,rLLl国に分布

i,時には地域的に大なる鰭鑑を有するもので,枇々

執 韻榔桝距:等は岡山朋見盛儀爾禅地 区での大箱

生別 酬1､して椙 E),筆者も亦試貼 附ヒ報の取噺血畔こ

で怖和郎)年 (19L-70)乱 8)日ilr:ほ tj0)J3日の:i

按に抱蚊膜 li5rllttraPで採集せ捌蚊成虫ユ明弘2･-):3f)

洞椎のうち木祖 よ177個体, 7%で範 3位であった

(第1衣)O叉窪摂市の:/'[=i鞘鋸こ於で昭利25年(1930)

鱒 tf3沸

6-87瓢こ於でぼ櫛吋の演li紋と結合してrif;･る｡

肢は静岡割安lL､に腿 felmlr.蛸珊til,iaに数多の

粥仁他 斑紋叉は糟があ().精1附節 t<wsusには準部

と中央に帽広い諏自帯があt),節,申肢の姉2-3潤す

矧こは北部に=LL'1-･F-;l色糟あt),後肢には姉2-[)紺執こ

基帥こに潤がある調 的外部生植器 ter1品 algcni-

taliaは側片 basi叫,leが幅広く袖状をなし,旗珂内

側に強大な口本内外の輔が一列に弛び,犯擬片 disト

istyle倒試広く先端は内川に轡曲して悔矧沢をなすD

TAT-)lcユ.CoユlectiollS OfmosquitoadultsfroIPlighttrapinKyoto.31Allg.-3L 幼 虫.
Sept･1附0

コ. コ ガ タ ア カ イ エ カ

-2.キ ソ イ lJ ヌ マ カ

:i.ア ン マ ダ ラ 箕 マ カ

4.シ 1コ - シ イ Inj カ

5.シ ナ - マ ガ ラ カ

fL ア カ ツ ノ ブ サ カ

7.ミ ツ ポ S/ イ エ カ

R.* * タ ロ ヤ プ カ

0.セ シ TT イ 工 ､カ

10.ヨ ガ タ グ p ウ ス カ

CIEle.vlri･taelliorhyflChus

MallSt)?ZiEZOCllJ･即ea

MallSOllia1/lliforulis
Culc.V,V2:sh1Ztli

AP10071elessl71CnSis

CTIleN1rtEbl/h()rETCis

CT/leafSi77ellSl's

Al･migel･C∫sl/balbai7LS

C7IIc.L･lL)hiimorei
Cule.L･JwtyEIShii

ll.カ ラ ッ イ エ カ Cule.tlbitaelliorhyTlCJluS

12･- マ g小ラ ウ ス カ Cllle.vorie?ltalis

13.ミナ ミ-マダラウスカ CtlleLVmilJleticIIS

'rt)t;ll

6)113円よE)10月31削こ要る期聞 ユiぶ.l{ttユ･aPを

設斑して毎月の夜細末集を究施致ト;蚊成虫の寧節的

細長を調査致したが,絡数lS租,1･-),852個体のうち

U普 は本税であった (那 表)a
成 虫.

筋1回の如く巾形頑で畔の体長5･51mn内外,迦畏4

粍内外で矧こ総帽の広い苛艶色の麟動 ミ迦榔キ沿うて

散在し矧 こ迦書ごゴマ塊状の#L:紋を形成して居t),之は

他や砿新と鵜る著しい特徴であるO

雌は全身将酪色の地に多彩の白斑があり,吻 pro-

1〕oscis 中火には淡欄白色潤があ(),其の末職ま鶏褐

色である.小罰翫 palpu.Sは比較的短く,物の約1/4

の長さで,先端白色である｡

胸珊 scutut‡1は中火に3桑の黄金褐色鱗竜神が鮎

合して鞘淀し.中央より先方に,C二又曲折して先端中

東に,i-漁色菅a:を抱くO･御縁には勉の棚放吟前部を黄褐色

醗斑が兼るo他壮黄白であるO

晩部の第1背振 fi】･sttergiteには齢の先端部に筑

白色の地紋あり,第 2,節3滑坂は先端部とヨ友部に同

様の斑紋あり,購 4-8背櫛 こは先端部に魂紋がある左
側柵には解し摘 粕淵おに演白色の囲助 気があL),節

的

′-

第2図の如
TotalL % く,rH玖 衣

75.2

10.12

褐色の幼虫で,

運動不拓駿で

7.0 ヤブカに似た

3.4 泳ぎ方をするo

OJ, 飛散 剖砿

1.0 く†前舶喋宅

0.LZ PrCClypca1

0.2 は比較的長く

0.2. 杓矧1LTして柄
O.1 I),外翻明電

0.1 011･terClypc-

0.0 alは箪魚短

0･0 小であり,内

∴ 瑚嘱毛inner

F払 ]･･Mansoltiaunify.r〝廟 .1cm緋 ,
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Lllyl,Calは無しO後願兜毛 p.ost｡1ypealは短,Jlで平
均3分岐し･C屠る･D的前魂毛innerL7'Ontalも短小で

平均4分肢,申前成毛 middlefrontalは的発達よ

く,平均7分舵し,外前頭宅 Outerfront.alはよく発

達し 粗闘 犬で平均8分映して解るo 下厨 mcntum

昧10断勺外で, 触拍 antennaには全長に亘って棟

が生え,基部よlj2/3の位崖にある触角毛 antcn｡al

Jlairは長く発達し,平均15条が房状をなしで蹴る.

Fig.2.Man∫onia7Liliformis,lan,a:
A.headandthorax,T3.tail,

C.lateJ･alscale,
D.mentum.

胸部も帽広く,背竜 d(汀saユpTlncipalは極めて短

く,平均4分耽し,宿毛 sho.71derhairのうち,後

肉方に位馴 -るIは二又して屠り,他の2は軍条で何
れも長い｡内背剛毛 innerdorsolateralは擢めて短

olateralは長く基部より分肢yLで屠る｡ 外背側毛

oIJtCrdorsolatefal<は軍衆で長いO.

那 節の側鱗 latcrq･iscaleは2桐で簡苛ifj:梶棒贋

であるO5二線毛pentadhairsの Cは長く=叉して

解 ユ6 助

I;(:.;:'o

呼吸管 siphol】ほr耶酎柱で獅 陣 分離.trも褐色の牛チ

1/矧こ包朝L.細くなって胎る｡備中には銀燭抑こ弛ぶ

鋭利な突起があtj,酢の様な作用をなして水中の植物

の服に呼吸管を嚢差すに極細こなって捕る｡櫛糎/pe-

∫tenを欠除す｡
離 石の鞍撮 sa｡dleは比較的長く,0.ipJm叫Al外あり.

円笥状で蜘軸こ4対の二又した宅を姑じ,滑Ll灘糠毛

d(,】-saltuft,胞両渉放電 ve11tr.TtlLhrush 軸こよく

発達して屠るo犀紙 gillsも掴境的長く0･4mm.内外
ある｡

負 -1蘭. 1

本邦には本州,･九鮎 四国にJLAく分布し,マコそ,

弧 ドクゼ リ等の沢三価産物の多い犠 池 田等に多く,

闘 晦 を溶存し.有機'j'.Jfの相当に多い水車こも建乱し

てETi･る｡鮫もW･んで寄生するのはマコモZuN-a･nlとり{lt-

ifoLia:rmもCZ である｡幼虫は円雄捗をなした嘩吸管
siphonを上記桔物の尭眼に挑駅に究差して永Trtで題

来し,之等の眼の中窪になってF,i.r･る隈の都よt)拓気恕r

呼吸L,水黄河に山で呼吸する執ま殆んど無い｡随つ

rて他の幼虫の採集のように水相を掬u噸 るのでは得る

∴事はLl沫 ないD輔も剛茸ごあって呼吸用 tnlmPCtが

他の性と興って軸長く,且つ先端が鋭利な固い串チy

照の鎌状の発起になって潜るO孝を沢盤植物の胆に突

込んで,幼虫同様植物の択よす()呼吸する｡成虫措水中

でM化して後水式に出で飛立つ域であるO鮮番は宋積

幼虫を京都では筒郊の大山崎の池私 北郷の熱源旭に

於で蔵も多く4蛾 し,珪梶の沼沢からも多く褐る軍が

描来た｡

越冬た放て離担者が光きに日本動物学会妃敢例会に
放て蚊族の越冬に既で‡際野した如く･(1949Jif･'･)攻の如

き厳冬に幼虫を採集LでJ;lJ'-I),本位は幼血越冬である

尊が洗rt2jE揖来る｡

飼育には根付きのマコモを捷息池の水と曲こバッ ト

に入れ幼虫を之に寄生せしめる｡鯛には乾燥酵柑dry

ycastを少息づつ将来にして串え, 27･OoC押卵津

inctlhator内で飼育した｡基や飼育屈過の一列をあげ

ると款の隣である｡

他の夜店では桶化後的lEf,Wて羽化するのが菅温で

あるが本怪の焼排泄 関永いようであるO

成虫は夜間吸血性や淀に於で入相に吸血こ氷る凍成

虫を時間的に探張簸た珊教に逓 き LEtCrTtsSe中佐

(柑30).ほ夕方7時頃より招 樽頃造酒掛こ荊勤するが

23



B;] 血 科 学 鰐 川 娩

打 帽

L'日;･'.lpl, -Jrl
u榊7-ユ･130

12()rHH,'細
-0OO

Liz:L･'二日,∫-llLI
-tI淵〕D

.ll/ⅩJl.'49
-0湖10

揮 鉄 .枚 変 態

大山略に七
3･Ju虫柑弘

LLLjlll 化

羽 イヒ

,7-1 化

旧件 数

Lq

ll
ll

rj(a)

の結果では L;iCassc中佐の淀に於けるlJitingc

lleetion の結果よ()1日郷,Hおそくなって屠るが之も
閃辞の気嚢婁対特に大場の盈()工合,気温 温姥瑚

何に拘るものと思わ才Lる｡

本成虫は胸 '11脚 服 もT4･'ucJIereJ･iabaTIC･rOfiZ(C｡恥

りIJl,)を媒介LJE.介な顔役腿正elcphaエーtiasisを流行せ

しめるものである0 ､

日 8) IT_ キンイPヌマカ Mm～∫om'a (Co,lZlillelidt'o)

猿も路に1吸血に来るのは午後 0時よ()ll川EJ'童である

と那ir.-･LたD雑著が昭和2T準浸(;3O/V工卜 釘lXl.CILW)

京紬 FJ'北郷浬抽即判こて訪戚燈ユiLqhttmPを設聞して

毎夕7時よ()郊 岬 嚇餌f離 して採集L蚊成虫由 綱

的消こ隆を胴衣し,蚊榊休数は 三川 紺を合計し,気象耽

妃は3日閥を平均した轄肝亡は都 3回に,hf,.ナ如くヤ後

584,5.1.a353乃Zh-2O75ー05252473222ー.95m539_)那StieヨtIi787'8585割8ヨ8;i垂:めワヨ7日77

I. ≡ 菅 ."unrqi'ロ

′ +ヽ.
.I..∴ヽ~′

F ig . 3 . N octu J'n a l p op lllationc･tlrVeOfMa-
糊 0 11ia lln .;form is a71d it'占 reユati()ntolVeathe)･

f a ctors in● K y (加 (h y ｣ ig httrap).

A ug . 3 1- Sept. 3,1Erj0

8時明より搭澱に捕勤し胎航 棚こ放て棒刊 菱11-12

嘩こ,雄では24-ユ蜘こ最高を読L,それより減少す

るが,日銀前の3-銅摘 雌郷地二稲び宿敵こなり,

･1,割 ､筋一望の噂を作るO夜の取も帝位に箔動するtjTiの

気湿は 込4;oC内外,垢姥は98%南外であった0 位活

動の峰が雑著の際減加こ於けるユightぬpeolユec伽rl

鮎

oLL7lraCea ('llL川 ()riAr.ll,19u3) Syn.Culex

shahtljiieJtSis()bAŝlVJuも-I,lPd n ､

雑著はl獅 n2tr3平 (1如月)Lq.i)月に式珊府淀町の粒

城跡にて数回に亘り級蚊患誉Iightt】･apを設惜し蚊成

虫剖融 さした際,i/ナ-73{ラカA"ophelessi7,eMIs.

コガタアカイェカ CELlextrlttleJLiorhJ:7lC71uS等と八に

大形の親食色に鞘く菜寵な蚊嘩雛を多数得た｡之はキ

ンイソイエカ CulexshahlLjl'如 sisO(;I,ts;lWAM,1ロ3g

に一致せるものであったO本位は最初加職正批托に伐

()IEl高くの石和押よ()躍点され,其の藍本に基き小難 (

博氏が CzJlex に慌する上記都債として茄衣したもの

であるO筏瑚 I.I:tJyl;ii'07部除の LaCass轟 吸及び山

｢は刑1博士が成虫の形私 印の外部虫旭禍 terminal

gcr】italiaを精査し,本優が Ma71SO7LiEl(CToquE'lletidi〝)

ocFu･a{ea(TJIZT.りrM ,I),1903)に--･致せる覇を明にし

た｡印 加こ架甜云難病研究所の'加刑六郎及び林龍三賦

等も訳読 凹谷で得た抑 制こ就き基の緋外部生殖執 卵

等の形態を粘宜しで Ma12S(miaochracea と同党し,

CtLleガ∫FtaJ"jiie"sis伽 仙 川TA叫 1939は上記難の同

種Ei.名syn(mymであるとなしキyイロヌマカの和名

を投構 した｡

昭和 24年 (1舶叫 に畢#･舟大阪融 山崎町泣く-

洞沢や†コモ ZIJ--a17iEllatlfoliaの職よt)アシ′寸ガラ

ヌ5 カ MaTISOniau"iformisと共に本憧軌虫を多卿等

た｡

成 鹿.

黄金色琴寵な大形 濠で陣風 ま6mm内外,

内外あるol吻 proT)oscis は一月熟こ褐色であるが先端

が噌色である｡小郡賓 palptlsは黄金褐色であるがこ

紬ま脚 再色であるO･

胸曹 scutumは一様に祇金色紬 1柏 餅宅で被れて)

る｡通廊 こは淡褐色の朝い餅宅が純んで屈るO

肢の.弧 中,後の各節肘こ蛮金褐色の餅毛で被れ.

掛 恒こ暗褐色燐二翫 服 務して屑るO徽 申,彼我の

鞘 fcllltll･北端二は桃J少の暗褐色鯛宅よE)成る小鼓

があるD

圃軌か 一様に試食褐色の手綱副ぷい餅管で被れて屑

那,.第 2-5瞳卵 管戚 ‡ト Ⅴ,tcrgite烏の拘光三

にほ幡紫色の併売より成る示斑紋があるO(第4



yv排の外部

r盗偶語詩

termillal

抑】ir:tll'こl

はアシマ グl

･ラヌマカの

それ と娘

IJ.伸 ト

I)asistyle

酬 虹猟犬

な櫛が無く

弛凝片 di-

stistvlcの

基部比較的

細く,北端

に大き突通

射 すし鴨H3'i

状をなす｡

幼虫.

丁 シ･-I.J/1

ラヌマかわ

幼 虫と酷 似

し こ尉るが

L瑚 角alltC-

防 虫 科 学 節 16 班

♂ に耽批 珊 る05対毛 ｡entadhal,･Sの Cは長く
㌔ 甥,1-条であるo

呼吸管 sipl-(〕-1は7㌢でダラヌマカ剛認灘状になE),

前車にキチンIL'in,細動 糎蘭刊な施魁が列んで屠る｡

沢';捕 物の眼に呼1蛸 せ突きさして呼吸するに槌にな

って配る｡朝潮 pだCtenは無Lo

尾端の桜坂 saddleは比較的長く,O.hnm内外あり

先端が卸こ釈即されて屈るO脂油紙 2由の二又した頚

を生じ,曹捕憐放電dol･Salt､lft,瞳'W瀞泳竜vell蜘 1-

1,,'ush典によく磯遵して屠るO尾鰍gillsは丑対あり

比蜘 塞 く0･3mm内外ある 備 5図)0 .

Rna,の 1-･lig●.4.A(a)lSOJlE'tZDCかacea.female.

触角 毛

antennalhai】朝 汁潜Lで屠る点より先方が細長く糎

駅になって屠るのが著しい相艶点である｡

頑郡は長さよ研福の方が大であり,眼点は退化して

小さい痕跡眼があるに過ぎないb前甜幣毛 precl)TPeal
f鯛眠 く,外報典弘 outerelypealLは極小で畢免

的捕購礁innerclypealは無し｡級成典宅r,6占tclypeal

ntalは比較的短く平均 3分喋, 中節萌宅 nliddle

frQntLalは濃く,平均[)分枝し,･外前粥竜 Fouferfrふ

ontalもよく発達し,良(L相接状で平均1.0分岐して

潜るO触角は極めて長(,触杓毛瑚緑蔚点よE3北方総

帥長い柳沢で朴は被らないが,附着点よ摘忘却は多く

の小味で破れて配る.触角宅は平均 2i-)条よりなる鼻

歌やある｡

傍状に分放して層'るo宿毛は何れも長く,内,中宿毛
inner,middleshotllderhairはllr7煉,外静宅 011-

tcr-sholllderhairは二藍して屠るb 内曹剛率jnner

如 solate沖1は比校殉離 4分瞭し,隼癖∴刺酬 瞳

mitldleolltCr舶rsolatel･al総軍宛で長いO

視野 8純 abdomi地lsegl耶nt の側餅 lat-

S由Ie縁短小のコチ駅で 7-91tliWl-副長弓状
*

Fig･5･Ma13SOlllaochTaCCa,ilarvaと
A.headandthola方ナT3.撒 1,

C,lateralscale,
D.merltum.

I

本紳こては朱だ米桝こ於てのみ発見草地 北淡 (加

藤測 ト,193S,JJ,笠原賂 1939,ノ加鮒瑚 汲 び称酢 と'

19期 ,東都 (L･aGass e及び山FT甜 h ln朔 啓限
(荘渡輝男11930),典雅輝鳴翻せ(無塵御免 1糾軌

間山 師.HIT磯異)より鞘東胡もで酵るO雑著の浄眼に

於での昭和2諒解 卵 50)8月1約㌢より10月31I-1に
怒る期間 llgh=鴨 p 紅依 沼等た蚊成虫のうち本滝は

であった (姉望衣)o舟灘 用

'a5
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TAT)1C2.Collectionsofmosquitoadultsfrom li.q･httrapin抽 {one･
'ほ.Time-310ct･105()

Spccie.i

丁タ

ハー

ガ

ウ

コ

ン

めィ

ダ

31カ Gltlle.vtl･itae71iorlL3111C/LZlS

ラ カ AllL)bhelcssllle71Sis

ア カ ツ ノ ブ サ カ CL/le.L4rtEbz-ihf)),(7E:is

マヌロイ1'･1午4.
カ Al:L172SOflilIOChracea

r).γ ヵ I ;rl カ C.･Ili･.Vl)1.pit:JtJ

臥
1
7

牛 ㌢ イ ロ ヤ ブ カ AedesTIC.VlHISu綾1,07lii

レ T7- シ イ ェ カ CLtle.V･vishllTli

a.ア ンマ ガ ラヌ11カ MEmSOTliaum'forlJLis

9.カ ラ ッ イ ェ カ

10.ミ ツ ポ シ イ ェ カ

ll.- マ ガ ラ ウ ス カ

ユ2/オ ホ ク T3ヤ｢7'ヵ

13.Tガ1タタロウ ス カ

14.ト ラ フ カ g ヒ カ

15.ヤ マ 7.ヤ デ カ

IG.ヒ トス ヂ U マ カ

Ctlle.vbltlIelZi07わーTLCh7lS

Culc.vsi?lenSis

CtIl川 Ol･;i.ttlLl/Is

A,/･HEigeress〝baZcaiz/s

CtllL･A:jltryaShi主

CluZc.V脚lld.v

AedesjaA071ictLS

AedeslElbobiLlillS

17.ミナミJtヤガラウスカ Clllcx mi7lEeii(.TIS

ユ8.セ S/ ロ イ n カ Ctllc.1･Whit711(II･ei

T(Jtal

鞭泥池畔の昭和2う申(L耶O)8月31日よ()OJヲ3El

までわ3夜の iighttT.ipに伐る探某紙粟では本成山

は2湘個体,i()･2,06'の多きに連してF,i;･る (範l寂)a

本種幼虫は7i,アガラ官マカと況捷し於も好んこごマ

コモ ZIJN-EmZ.alatl.folio'nIIもCZ の根に籍属して屠るo

をなして上髭沢弛植物の版に鱗状に焚きさして水中に

頻繁し,槌物の蝦よりJa気を呼吸し水義持に出で来る

執 ま稀である｡癖も同様呼吸角 trulilPCtが特典な構

嘘をなし,ノ釈放穐物の根に之を衆きさして呼吸する｡

埜執 明 和 如 iF･(1由恥 大山崎鞘付近の沼沢の11

コをより及び昭和 213年 (ユ約0)の鼠 兼都71=JA僅泥池

のマコモ,窪椙印田沢のマコそよE)ア シマダラヌヤカ

の幼虫と動 こ木椀幼虫を多数得たO;

昭和2･3kiF･3冊 ･r9良に大山喝附紀の摺沢にてアシ
マダ'ラヌーlカqJ幼虫と典に本税助成を多数得て居(),

'軌も本軽も亦幼虫越冬であると断Ljg招来るO

朗軌まT s'マダラヌマカ同様マコーtや 膳を用いれば

容易である中

俵副菜集で肌らかであL),雑著が昭和21華麗(30/VHI

a)ul耳,193岬 こぶ御 報毘池畔にで 軸 httl･aPを用
いて毎夕7時よL)丑潮7時迄の査問掘鴇をなし蚊成規

の時間的削長を調査した縛於では第6図に訳す如く,
午後10-1川 部こ放て厳活掛 こ酒勤しで華い ､噂を読

26

? E 8 1Total /oo' 再び活鋤

80.300 ■叩i′ハし

13.96り るOとは

2.20呈 マガラヌマ

1.672 の活動 と水

0.315 よく似て摺

0.309 雄藩の据崩

0.309 は本税が軸

0.265 人体吸血に

0･12'1 るのは和であ

0･107 っt,おそら

O･O7i-) -く
0.063 -i-

50454J252423222195949ユ 一一一一一一一二--.軸 i'BPAtV ○ ...

92 I I ++

･町 ､ .. q ~

･ 川 ノへ ､

35SO8g 胴 伊 ､ ト , . ,-
1..,,1 .､ ､ , . .～

義 88- きソ ト ー ... i.87 ･! / ?

86 L rlltt ,

252p ･畠もめ8382 ∫ . .′ l
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I
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参 潜 ま 潮

1.小笠原執 1叩 ･石神井庫政科の一新樫･混虫汎

7(G3),237-239.

盟.澱佐和執 1945.キゾイTlイエカに就て.新見血 ･

l(8).34.

3.カ咽 六郎及び帝澱生,19m.辛./イロヌヤカMa-

_ nsnムia(ColllfilJlefidia)och,acea (TT,… AIJn)

の研究.見取 17(3),23-28.

4.ILatasse,私W.∫. 叩dYamag帆 5.,1f7.-'O.

MosquitoFaunaofJal)anandKorea.
BistLmd

1havebeenengagedinamosqllitostlrveyIll
Jal)an,7)yorderofthEi207thMaltSllrV･Det･
sillcc1946. Iwo111d like to,publishinthis

paperthebiology of.twomarshmosqllitoes･
Mansol12Taunt'for"N'3- (TIrFlOJîTJT). 1931).TITJd
M.oc･fLraCea(TmoTLu.D,ユnO3)whichhavesome

interestillgI)ree°ingllahits,Thishiol()gicaldah
ofmosquitoesal･eimpoJ･tantfortheircolltr(ll.
1.%MaTZ∫011ia(Mansonoides)脚 ifop"tis(TlrJ･;Or王AT.I,,

10r)I)

AdTl払 Thisisamedillm-Sized species,a王1d
hasmallyWhitespotson the body.Femoコ･a
andtibiaeoffemalespotted andhalldedwhト
tly･Abdo加inalfirsttergitE ha･spalewhite
apicalpatch'lS町Ondand thil･d tergiteshave
goldenyellowmediannasal~al-dJaPicalpatcll,
fotlrthtosixth tergiteshave golden.yellow
apiea17,托nds;seventh.tergite has broadpale
wllitehasFTllbandinfemale (Fig.ユ).

Larva･Thislarvahasspecialized軸 boilW-
hichisconicalahadivided intotwoportions;
apicalhalfblunトpointed･conicふ1.}Thesaddle
iscylindrical･Twolateral s̀cale are siml)le

androd-shaped(Fig･2)4

Biology･Thisspe(:itsisdlstl･iT)utedlnlionshu,小
I(ytlShu and Sl-ilCoku･Sometimes it maybe

fo血dingreatnllml)q]･sin areas of natuml

pondsandmarshes,themargirlsof､IVhichare

heavilygrownoverwithwaJLerPlants.∫col1-

eqtcd177adultS､(7% oFtotal mosquitoes)in

theJ3nights(from 31Augustto3Sepfemb鮮

19和)atthel)町derofMidoro-poiid in 王1.lyo.慨

'rhislaT･Vaeattachthemselve.SToJtherootsrof

ZIEELZmra latL'foliawith tile SPeejalized si13hqn

祖dbreathe..Thepupaetoo arehanging with

thespec:ialigedtT岬 petOntileSa祇肥 host pュa- ･

nts.エtse叩 stOmethatthisspee鮎 hihe川 見-

節 ユ6 蚊

te.qin thelarvalstage,iJs-I eolJLACtedtllf.i

larvaeintl-ewinterasfollow: 1㌔

]5DcぐCmherコ947

tn9Marclll舶8

20FEY)ruarylP49

8,gMllrCh19,-10

ThisSpeCleSisnoctllrn托land rllRhthitiTlg.

rnmylighttrapcollection,they showedthe

firsthiF,rhpeakat23.Oiト別.OOinthefemaletTtnd

24.00⊥Ol･OOinthemaleinthellOcttlrnalpopul-
atl()rlCurve,andthentheyshowedthEalcJw

secondpeakat03.00-04.00(Fig.3).Thisadults

I)iteformellandtheotlleユ･malnmals=lndtr托-

nsmitthebloodnematOdcs,WucjzereliabaFICrC弼
(C(捕,T3r'r.lJ).
乱MaクlSOnia(CoqlLllletidLa)ocJlTaC印 ('rm･:()肘1.T),

1f)03)Syn.Cule#shahujLieTLSIsO別紙117細 ,̂

19Lr39 .,
Adtllt･Thisislarge,golden-spec3cs.BodyiS

coveJでdwitl10ehreousnarl･OWCtlrlfed scales.

Å1〕dominalfirsttel･Ritehasmedianap王calp-
L'

atcllOfbro‡12;yl)TownI)1･OadLscalcs,secoTl(Ito

seven仇tergiteshavemediansllbapicalI)atCh㌔
ofpalebrownscales(File.4).
Larva･Thislarvahas哉SPeCiallZedt二Oll触 l

siphon,reSemlJlingM.7m21jbrmis,7t('qlate-

ralscalesarelocatedonthelateralsidedf

eighthscglTlentinanal･mater()W,則)lCal丹

pcctinate.Antennaislerylongandt如 distal

portiontotエーeantennaltuftis如rldcrlikea

fllltedwhi13.

坤ology･Thisspeciesha亀13eenfoundin7Io-

nsht1-Tokyo(I(aft),1038,lIanoa漁d11ay如11圭,

ユ打胡),KJrbto(LaCaSSehandYamaguti,195t的,

Hikone(Shogak1,1959),Okaylq,ma(Al)e).We

canfindmanyadtlltsiユ)theare礼Ofnatul･al

pondsandmaJShes,mixedwithM.TIM.for輔.

‡collleCted256adults(1.6,%oftcltalmo8q油 -

oes)byユighttraponthe飢1TVeyOfsea.sonal

successionpfthelr10SquitoeSinHikonefrくつm

ユ3Juneto310ctoberユ950(Tal}ic2)and 958

adllIts(10.2%oftotaln10Sqt]ユtOeS)intlle3

nights(from31Augus=03Septemberl輔o)

atborderiof_Midoro-pondinⅠgyoto.
Thelarvaalldpupatooa柁attaChin易thems一

郎esonthe,空fsofZn-～齢紬t瑚oliawith tて

37
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ユIelll SPeCiali2:edsiphoI)andtrumpct･Thisst)-

ecies拝 1-OCtWnalranrLnightlJitinLqI･Innly

liが-ttrap collection,tllCy SllOIVed theJirsf,

highpeakat22.00-23.00andthesec(mdlowpeak

atO3.00-01.00ihthenocttlrnalpopulationefurvc.

ltisqllC.qtio‡1ahleiftheadultI)itcs anyi(ill
ofanimal.

3･J -arvalcol-trotI(,辛thcLqe SPeCicsiLqPOB.q

7,leby taking outwaterplantsfr(}ln pon舶
andmarshes.

如lt郎esonth8AetiveこPrinciplesof`̀LetLCOthoe･Grayana''VIMinoruNjul-̂ZrNAand

zyunkitil､Vふ (LAつ)oJ･atOryOfA.q･riculturalChemicals,Kyot(,University)R郎 ived.Fch.

鈍 19札 Bnfyu-Kagl1117L16,28,1f71-)](lVith

4.1はなひ りのきの有効成分の研究 V王
yi過沃素酸 による酸化 反応について 一二鳩

26.2.24受班 1

はなひ痛 きの-45-勃成分の-一つである G壷 an｡-

t('xin-ITほ.L7m桐1)2-に於で C細目望見0(OH)11に して

挽二加岩元すれば α及び /'号の dihydrL,化合物を得,

fTi沌 この 佃体 と β休 とは砿件数 性 体と考えられる事

を据 【.--したO本鞘に於ではこのIJtlつの水酸基の性鷲を

調べるために dihydrt,G-11､やがライコ-明 日梨訊

軌 こよる酸化を行った｡

光づⅠ瑚抑轍恥によりdihydroG-II のダタイコ-～

ルの定立な行った蝕丁度 lmolの試燕を滑埋して1佃

の}/1ライコ-ルが存在する轟が分った｡-叉 7-/Ii,vqLI.
佃野鮒乾による1剥弱幻たこを打った戯 フか しムア)Lデ-イ

ドの主巨成が諌めらまじヂ縫って}/ライコールの二個の水

榔 栂 棚 tも節二扱郷 ま姉三組の水酸好 古ある躯 ;分

つ町 文叩酢酸鉛と同様なダタイコ -'し開梨瑚 宅やあ

る過沃素駿によるダライコ-ILの淀発も全 く同山の結

果を得たOそこで -dihydroG-ⅠⅠをペソIt=-1ゾとエ

--I-ルの誰的糾 rt7凹珊瑚 与で酸化すると C巴OH3ご0,;の

元素分抑 粗 砕 ㌢るmp157-1i58Oの簡晶と脚 瀞伏物

を得たOこの結縮まアルカリ性文は酸性の糊 lilで潜

時加熱するか或は膳に水と長崎御伽熱する事 に よ り

mp別7-24Soの物鷲となるO叉 1.0CI一鮒町梯めこ加

熱すると発泡して同じ物質 となる｡前者を α-dihydni

A とし後者を α-d頼y{lrbB とする｡ qr-dihydro

A 及 ユトは鮎 こカルボニル基の離 脱 応を説きなt.a

A はアセチル化すると酬 帥ミ物 しか得られないが B

は nlP2O即 の結晶を得るoこのナセ)I,-トのアセチ

ル基を nye加reck}jj_㌔)によ()濫発すると捌 詞のアセ

チル基が存在する寒が分った｡-この事実 忠誠に不胤鵠

な解であって α-dihy(∃roG一m の四個の水酸基巾にIT

脚 矧 の凱 によりU.ライコ⊥ルな形成L､て於る二二個
の水酸矧忠酸化開裂されたに嗣 子的 ず 朝 に於では叩 r

び二伸の水酸基が増え捌 IT巧の水槽品が序任す争覇にな

る｡をこでこゐ庶路が果してF'ライゴ-ル開墾鑑砧で ,で

あるかどうかを教に検討するな め に te柳 cety去 α一

朝 ～

Engli去h.restun丘32)

Dihydpo鮎 ayanotoxin-ⅠⅠの四酢酸鉛 及

稔,碧佐暇音 (京都大学段薬化学研究室)

dihy(-r('G-1Iに棚 軸受鎖を作用させて制動 ㌫の-つ

である脱水素反応が行われたか御 ､を試して鬼でも卦

然脚 ㌫しないO文治予 る副反応のない上述の過沃謝 壁

によっでも糖化される英から'/-ティ?キ叫,'制 圧肱で

掛る事は光づ奴がな.いO克己にIDelligd の試薬による

購三根水酸 基の剥Jj混 応は dihydroG-ⅠⅠ では明ら

かに陵野 ごあるが7A 及び r3 ほ弗 こ陰他である<O.凝

ってダライコp-ルの中少くとも一個の水酸基は第三飯

と者えらjLるO文EにAは水勤 ま吸Jlれ ないが御

マ ンガ./離加判 こより容易に酸化されてアセト三

成する凄艶からイソプロピル基がこの第嘉親水持

宥する炭素慌子に粕合 して屠る如くに思われるO

様に考えると前報日に放て拙 T,･･した G-1Ⅰをカ肘
した際に得られる化-hy｡roLyy-α,〟-dimethyH'叫

TicAc:idの珊三組水舵議忘がこq:i/Vライ･コ-ルの7k酸諾

の一つであると考え現 しるoJそこで -dihydr('G-ⅠⅠ

な棚 持酸鈍で酸化して かdihydm A を得これが

穆 して,- 1ihydrorJBとなる反応鯛 の様に考える

が 班 来 る ｡

恥 dihydroI3ほ隙化剤に対して胴 担 架冠であ

が かdihydroA は B よ･りも進に不安定なポ鴎搾

し群紬 こ無水 lypム酸により酸化等れてmplliy,-1.170

～.の政敵に銀鏡反応を星する結晶を柑るQこ

舘を繰り返すと 123Oで売酎ナると同時に凝岡して

-2Dで再び融け粟に再極を繰 り返す薪によt)mpli"I

-20をjpf;すに要るC叉 こ｣の mplt120の物熟思軍に':u

殊勝潮す る廟 こゝよりmp151-20の物矧 こ街路するO

こ れ は α-dlhydェ(3AからIiへの戟客と刷 荒な軒軸

現象であると考えられ るoそこで mt'122Oの物腰

α-dihydroCとLmp151-2∩の物質をα-di･hyclroI

とするoD は Cと同 じく銀趣反応を星す る｡敬に

をアルカ.)性銀牌液で癖 け ると醐吐物が得られ

より D 及び Cは デ,I-デ-イド品を有して屠る

分るo従つぜ A の節一級永酸如 準 化 射 LTC


